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明
治
維
新
の
神
仏
分
離
政
策

（
明
治
大
学
名
誉
教
授
）

圭

室

文

雄

は
じ
め
に

日
蓮
宗
宗
務
院
伊
藤
主
任
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
圭
室
で
す
。
私
も
曹
洞
宗
の
寺
の
生
ま
れ
で
す
が
、
大
学
を
卒
業
し
て
以
来

教
員
を
し
て
お
り
ま
し
た
た
め
僧
籍
は
と
ら
ず
に
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
日
本
仏
教
史
の
研
究
は
続
け
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
表

題
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

江
戸
時
代
の
日
蓮
宗
寺
院
の
地
域
分
布

ま
ず
日
蓮
宗
寺
院
を
全
国
的
に
見
渡
し
た
場
合
の
地
域
分
布
を
検
討
し
ま
す
。
江
戸
時
代
初
期
の
史
料
と
し
て
は
国
立
公
文
書
館
内
閣

文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
諸
宗
寺
院
本
末
帳
」
の
中
か
ら
日
蓮
宗
の
本
末
帳
を
拾
い
出
し
て
み
ま
す
と
、
い
ず
れ
も
寛
永
十
年
（
一
六

三
三
）
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
日
蓮
宗
の
各
本
山
寺
院
か
ら
幕
府
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
そ
の
表
題
の
み
書
き
上
げ
て
み
ま

す
と
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。「
法
華
宗
諸
寺
目
録
」（
身
延
山
久
遠
寺
）
・
「
洛
陽
二
条
寺
町
要
法
寺
末
寺
帳
」
・
「
京
都
本
隆
寺
末
寺

帳
」
・
「
京
都
妙
蓮
寺
末
寺
帳
」
・
「
京
都
本
満
寺
末
寺
帳
」
・
「
京
都
立
本
寺
末
寺
帳
」
・
「
京
都
本
国
寺
末
寺
帳
」
・
「
京
都
妙
満

寺
末
寺
帳
」
・
「
京
都
妙
顕
寺
末
寺
帳
」
・
「
洛
陽
本
禅
寺
末
寺
帳
」
・
「
京
都
本
能
寺
末
寺
帳
」
・
「
京
都
本
法
寺
末
寺
帳
」
・
「
京

都
妙
傳
寺
末
寺
帳
」
・
「
京
都
妙
覚
寺
末
寺
帳
」
・
「
京
都
頂
妙
寺
末
寺
帳
」
な
ど
で
す
。

し
か
し
幕
府
の
布
達
か
ら
一
年
足
ら
ず
で
寺
院
本
末
帳
を
提
出
し
た
た
め
、
充
分
な
調
査
は
出
来
ず
、
不
備
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
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た
と
え
ば
京
都
妙
満
寺
末
寺
帳
の
巻
末
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。（
原
文
は
漢
文
の
白
文
で
す
が
、
か
な
混
じ
り
に
改
め
ま

し
た
。
以
下
同
じ
）

当
寺
の
諸
末
寺
の
儀
、
寺
中
存
知
の
通
り
、
去
春
（
寛
永
九
年
）
書
き
立
て
調
進
せ
し
め
候
、
そ
の
ご
国
々
へ
使
者
を
も
っ
て
相
尋

ね
い
だ
し
、
去
春
の
帳
面
の
末
寺
号
に
加
え
添
え
仕
り
、
挙
達
い
た
し
お
わ
ん
ぬ

と
あ
り
、
前
年
の
寛
永
九
年
三
月
ま
で
に
一
応
寺
院
本
末
帳
を
作
成
し
た
が
、
そ
の
後
全
国
の
末
寺
に
確
か
め
て
、
今
回
提
出
し
た
、
と

記
し
て
い
ま
す
。

京
都
妙
覚
寺
末
寺
帳
の
巻
末
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
代
よ
り
末
寺
の
記
録
こ
れ
あ
る
べ
く
候
と
い
え
ど
も
、
こ
の
た
び
住
持
か
わ
り
の
砌
、
歴
代
相
傳
の
什
物
・
章
疎
以
下
ま
で
、
納

所
な
ど
私
曲
い
た
し
、
あ
ま
た
取
り
散
ら
し
候
ゆ
え
、
帳
・
記
録
紛
失
い
た
し
候
、
末
寺
・
宿
坊
大
形
退
出
し
候
の
間
、
只
今
相
残

る
在
住
の
僧
、
覚
え
の
通
り
書
き
た
て
進
上
し
候
、
但
し
右
書
き
出
し
候
内
に
、
あ
る
い
は
退
転
の
寺
、
あ
る
い
は
門
派
改
変
の

寺
、
あ
る
い
は
書
き
落
と
し
候
寺
、
こ
れ
あ
る
べ
き
と
い
え
ど
も
、
覚
え
分
ま
ず
は
か
く
の
ご
と
く
候
、

と
、
前
代
ま
で
の
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
、
多
く
の
不
受
不
施
の
僧
侶
が
寺
を
退
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
理
由
に
あ
げ
て
、
不
案

内
の
様
子
を
記
し
て
い
ま
す
。
現
在
残
っ
て
い
る
僧
侶
の
覚
え
を
頼
り
に
、
末
寺
を
書
き
上
げ
た
、
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
等
の

末
寺
の
内
、
廃
寺
に
な
っ
た
寺
、
改
派
し
た
寺
、
書
き
落
と
し
た
寺
な
ど
が
あ
る
と
記
し
て
い
ま
す
。
な
お
妙
覚
寺
末
寺
帳
を
詳
細
に
検

討
し
て
み
ま
す
と
、「
壱
ケ
寺
、
寺
号
失
念
申
し
候
」「
右
三
か
寺
、
寺
号
失
念
申
し
候
」「
く
ら
し
き
に
壱
ケ
寺
、
寺
号
失
念
申
し
候
」

な
ど
と
記
さ
れ
、
寺
名
の
記
述
の
な
い
寺
が
合
計
二
十
一
か
寺
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
妙
満
寺
末
寺
帳
の
上
総
国
の
項
で
は
、
多
く
の
末
寺
名
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
様
な
末
寺
名
の
間
に
は
、
一

行
で
「
同
国
（
上
総
国
）
八
十
一
之
寺
」
と
書
か
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
い
ち
い
ち
の
寺
名
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め

寺
数
の
み
を
記
し
て
い
ま
す
。



─ ─

第１表　日蓮宗寺院の地域分布! （!"##年現在）
％末寺数地　域　名
!"#!!北海道・東北
!"#$!"!関 東
!"#$!!"甲・信・北陸
!"#!!"東 海
!!"#!"#近 畿
!!"#!"#中 国
!"#!"四 国
!"#!"九 州
!""!"#$合　　　計

第２表　日蓮宗寺院の国別分布表! （!"##年現在）
末寺数国名番号末寺数国名番号末寺数国名番号

!"石見!"!"遠江!"!松前１
!美作!"!"三河!"!陸奥２
!"備前!"!"尾張!"!"出羽３
!"備中!"!"美濃!"!"常陸４
!"備後!"!飛騨!"!"上野５
!"安芸!"!伊勢!"!下野６
!周防!"!"伊賀!"!!安房７
!長門!"!"近江!"!"#上総８
!阿波!"!"山城!"!"#下総９
!讃岐!"!"大和!"!"#武蔵!"

!伊予!!!"河内!!!""相模!!

!土佐!"!"和泉!"!"#甲斐!"

!"豊前!"!"#攝津!"!"信濃!"

!豊後!"!!紀伊!"!"越後!"

!筑前!"!"丹後!"!"佐渡!"

!肥前!"!"丹波!"!"越中!"

!対馬!"!"但馬!"!"能登!"

!"肥後!"!!播磨!"!"加賀!"

!日向!"!淡路!"!"越前!"

!大隅!"!因幡!"!"若狭!"

!"薩摩!"!伯耆!"!"伊豆!"

!"#$合計!"出雲!!!!駿河!!

参考文献『諸宗末寺帳』国立公文書館内閣文庫所蔵
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以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
寛
永
十
年
段
階
で
の
寺
院
本
末
帳
で
は
本
寺
が
末
寺
を
充
分
に
把
握
し
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
現
存
す
る
寛
永
十
年
段
階
の
史
料
は
こ
れ
だ
け
で
す
の
で
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
史
料
を
分
析
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
第
一
表
を
説
明
し
ま
す
。
北
は
松
前
（
北
海
道
）
か
ら
南
は
薩
摩
（
鹿
児
島
）
に
い
た
る
地
域
の
日
蓮
宗
寺
院
の
分
布
状
況
に

つ
い
て
表
示
し
て
み
ま
し
た
。

寛
永
十
年
の
日
蓮
宗
寺
院
本
末
帳
に
よ
る
と
、
所
収
さ
れ
て
い
る
寺
院
数
は
二
四
一
〇
か
寺
で
す
。
地
域
別
に
み
ま
す
と
、
末
寺
が
最

も
集
中
し
て
い
る
の
は
関
東
地
方
の
九
七
九
か
寺
で
す
。
全
体
の
約
四
〇
・
六
％
に
及
び
ま
す
。
日
蓮
上
人
活
躍
の
舞
台
が
関
東
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
所
謂
霊
跡
寺
院
が
多
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
中
世
後
期
以
降
日
蓮
宗
寺
院
が
数
多
く
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
つ
ぐ
の
が
甲
・
信
・
北
陸
地
方
で
す
。
こ
の
地
域
に
は
身
延
山
久
遠
寺
が
あ
る
甲
斐
国
を
ふ
く
ん
で
い
る
の
で
、
末
寺
数
が
多
く
、
五

五
七
か
寺
で
、
全
体
の
約
二
三
・
一
％
を
占
め
ま
す
。
第
三
位
は
中
国
地
方
で
、
二
八
〇
か
寺
、
約
一
一
・
六
％
で
す
。
第
四
位
は
近
畿

地
方
で
、
二
六
九
か
寺
で
一
一
・
二
％
で
す
。

一
方
日
蓮
宗
の
寺
院
が
少
な
い
地
域
を
見
ま
す
と
、
ま
ず
四
国
地
方
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
二
〇
か
寺
で
、
全
体
の
約
〇
・

八
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
特
に
こ
の
地
域
は
弘
法
大
師
信
仰
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
、
各
宗
派
と
も
な
か
な
か
浸
透
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

つ
い
で
少
な
い
の
は
北
海
道
・
東
北
地
方
で
、
合
わ
せ
て
二
二
か
寺
、
全
体
の
約
〇
・
九
％
で
す
。
こ
の
地
域
は
曹
洞
宗
が
積
極
的
に
教

線
を
伸
ば
し
た
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
日
蓮
宗
が
展
開
し
に
く
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。
三
番
目
に
は
九
州
で
す
。
全
体
で
六
二
か
寺
で
、
約

二
・
六
％
で
す
。
こ
の
地
域
は
一
向
宗
の
西
本
願
寺
派
・
興
正
寺
派
が
圧
倒
的
に
強
い
と
こ
ろ
で
し
た
の
で
、
日
蓮
宗
の
教
線
は
そ
れ
ほ

ど
伸
び
て
い
ま
せ
ん
。

次
に
第
二
表
で
も
う
少
し
詳
し
く
国
単
位
で
日
蓮
宗
寺
院
の
様
子
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
蓮
宗
寺
院
は
全
国
六
五
か
国
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
先
述
の
よ
う
に
や
は
り
関
東
地
方
に
日
蓮
宗
の
拠
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取

れ
ま
す
。
全
体
の
第
一
位
は
上
総
国
で
、
四
五
二
か
寺
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
現
在
の
千
葉
県
で
あ
る
上
総
・
下
総
（
一
部
は
茨
城
県
）
・
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第３表　日蓮宗寺院の国別分布表! （!"#$～!"#"年現在）
計塔頭数末寺数国名番号計塔頭数末寺数国名番号
!"!"!"攝津!"!!!松前１
!"!!"紀伊!"!"!!"陸奥２
!"!"丹後!"!"!!"出羽３
!!!!丹波!"!"!"!"常陸４
!"!"但馬!"!"!"上野５
!!!!"播磨!"!"!!"下野６
!!因幡!"!"!"!"安房７
!"!"伯耆!"!!"!"!""上総８
!!隠岐!"!"#!"!"#下総９
!"!"出雲!!!"#!"#!"#武蔵!"

!"!"石見!"!"#!"!""相模!!

!"!"美作!"!"#!"#!""甲斐!"

!"!!"備前!"!"!!"信濃!"

!"!!"備中!"!"#!"!"#越後!"

!"!"備後!"!"!"!"佐渡!"

!"!"安芸!"!"!!"越中!"

!"!"周防!"!"!"!"能登!"

!!長門!"!"!"加賀!"

!!阿波!"!"!!"越前!"

!!讃岐!"!"!"!"若狭!"

!"!"伊予!!!!"!"!"伊豆!"

!"!"土佐!"!"#!"!!"駿河!!

!"!"豊前!"!"!"!"遠江!"

!"!"豊後!"!"!!"三河!"

!"!"筑前!"!"!!"尾張!"

!"!"筑後!"!"!!!美濃!"

!"#!!!"肥前!"!"!!!伊勢!"

!!対馬!"!!志摩!"

!!壱岐!"!!伊賀!"

!"!"!"肥後!"!"!!"近江!"

!!日向!"!"#!!"!"#山城!"

!!!!大隅!!!"!"大和!"

!!薩摩!"!!河内!!

!"!#!"#$!"#$合計!!!!和泉!"

参考文献「寺院本末帳」第!"#～!!"巻　水戸彰考館文庫所蔵
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安
房
の
三
か
国
で
み
ま
す
と
、
五
九
八
か
寺
を
数
え
、
全
国
の
合
計
の
約
二
五
％
を
占
め
、
日
蓮
宗
の
寺
の
四
分
の
一
が
集
中
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
第
二
位
は
甲
斐
国
二
三
八
か
寺
で
す
。
こ
こ
は
身
延
山
久
遠
寺
の
お
膝
元
で
す
。
第
三
位
は
相
模
国
で
す
。
一
七

七
か
寺
で
、
日
蓮
上
人
活
躍
の
場
で
あ
っ
た
鎌
倉
を
含
ん
で
い
ま
す
。
第
四
位
は
武
蔵
国
一
七
二
か
寺
で
す
。
こ
こ
は
江
戸
を
含
ん
で
い

ま
す
。
以
下
順
番
に
挙
げ
ま
す
と
、
第
五
位
は
下
総
国
一
三
五
か
寺
、
第
六
位
は
大
坂
を
含
む
攝
津
国
一
〇
三
か
寺
で
す
。
第
七
位
は
越

前
国
九
五
か
寺
、
第
八
位
は
越
後
国
と
山
城
国
の
八
〇
か
寺
、
で
す
。
第
十
位
は
駿
河
国
の
七
七
か
寺
で
す
。

以
上
ベ
ス
ト
テ
ン
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
日
蓮
宗
末
寺
分
布
の
特
色
は
、
ま
ず
一
つ
は
日
蓮
上
人
が
活
躍
し
た
地
域
、
二
つ
目
に
は
大

都
市
を
抱
え
た
地
域
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
い
わ
ゆ
る
農
村
部
へ
の
教
線
の
展
開
は
上
総
国
や
甲
斐
国
を
別
と
す
る

と
、
他
の
地
域
は
寛
永
十
年
段
階
で
は
一
向
宗
・
曹
洞
宗
・
臨
済
宗
妙
心
寺
派
に
遅
れ
を
と
っ
た
と
い
え
ま
す
。
次
に
、
少
し
時
代
は
下

が
り
ま
す
が
天
明
年
間
の
寺
院
本
末
帳
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

天
明
年
間
日
蓮
宗
の
寺
院
本
末
帳

史
料
は
水
戸
彰
考
館
文
庫
が
大
量
に
所
蔵
し
て
い
る
「
寺
院
本
末
帳
」
で
す
。
作
成
の
時
期
は
天

明
六
年

七
年
（
一
七
八
六

七
）
で
各
宗
派
の
寺
院
本
末
帳
が
残
っ
て
い
ま
す
。
幕
府
は
こ
の
時
期
仏
教
各
宗
派
の
本
山
に
対
し
て
寺

院
本
末
帳
の
提
出
を
命
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
日
蓮
宗
寺
院
か
ら
提
出
さ
れ
た
の
が
こ
の
寺
院
本
末
帳
で
す
。
な
お
こ
の
史
料
の

原
本
は
残
っ
て
お
ら
ず
写
本
で
す
。
こ
の
史
料
を
利
用
し
て
表
を
作
成
し
て
み
ま
し
た
。
第
三
表
が
そ
れ
で
す
。

日
蓮
宗
寺
院
は
表
示
の
如
く
全
国
六
七
か
国
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
よ
り
か
な
り
寺
院
数
の
偏
り
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
寺

院
数
の
多
い
順
に
検
討
し
て
み
ま
す
。
表
で
み
ま
す
と
末
寺
数
と
あ
る
の
は
日
蓮
宗
の
末
寺
を
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
塔
頭

と
あ
り
ま
す
の
は
有
力
寺
院
の
境
内
に
あ
る
寺
中
の
寺
院
を
さ
し
ま
す
。
こ
れ
等
の
塔
頭
は
有
力
寺
院
を
政
治
的
・
経
済
的
に
運
営
す
る

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
小
末
寺
よ
り
は
は
る
か
に
力
を
持
っ
て
い
る
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
末
寺
同
様
に
表
示
し
ま
し
た
。

な
お
ま
た
有
力
寺
院
や
大
寺
が
所
在
し
な
い
場
合
は
塔
頭
も
存
在
し
な
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
一
応
全
国
の
末
寺
を
北
か
ら
南
に
配
列
し
、
末
寺
数
と
塔
頭
数
を
表
示
し
、
各
国
単
位
で
こ
の
両
者
を
合
計
し
て
寺
院
数
を
だ
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し
て
み
ま
し
た
。
さ
て
寺
院
数
の
ベ
ス
ト
テ
ン
は
次
の
通
り
で
す
。

第
一
位
は
前
回
同
様
上
総
国
で
、
六
六
四
か
寺
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
で
有
力
な
寺
は
妙

光
寺
・
妙
覚
寺
・
正
法
寺
・
鷲
山
寺
な
ど
で
す
。
こ
の
地
域
の
寺
数
は
き
わ
め
て
多
い
の
が

特
色
で
す
。「
七
里
法
華
」
と
言
わ
れ
る
だ
け
の
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

第
二
位
は
武
蔵
国
で
す
。
先
述
の
よ
う
に
日
蓮
宗
寺
院
が
展
開
す
る
特
色
は
都
市
の
民
衆

の
葬
祭
に
早
く
か
ら
手
を
つ
け
た
こ
と
で
す
。
そ
の
意
味
で
城
下
町
江
戸
に
は
多
く
の
日
蓮

宗
寺
院
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
政
治
的
な
意
味
で
言
え
ば
日
蓮
宗
各
派
の
本
山
の
触

頭
寺
院
が
数
多
く
江
戸
に
あ
っ
た
の
も
そ
の
宗
勢
を
伸
ば
す
要
因
で
し
た
。
特
に
池
上
本
門

寺
を
か
か
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
末
寺
が
一
大
勢
力
で
し
た
。

第
三
位
は
下
総
国
で
す
。
こ
こ
は
日
蓮
宗
の
有
力
本
山
が
あ
り
、
と
く
に
中
山
法
華
経
寺

や
真
間
の
弘
法
寺
や
平
賀
の
本
土
寺
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

第
四
位
は
甲
斐
国
で
す
。
身
延
山
久
遠
寺
の
お
膝
元
で
も
あ
り
、
日
蓮
宗
寺
院
が
非
常
に

多
い
と
こ
ろ
で
す
。

第
五
位
は
山
城
国
で
す
。
京
都
は
い
わ
ゆ
る
十
六
本
山
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
日
蓮
宗
の
有

力
寺
院
が
多
い
所
で
す
。

第
六
位
は
相
模
国
で
す
。
鎌
倉
に
日
蓮
宗
の
寺
が
多
く
、
そ
の
末
寺
が
幅
広
く
展
開
し
て

い
ま
す
。

第
七
位
は
駿
河
国
で
、
第
八
位
は
越
後
国
と
肥
前
国
、
第
十
位
は
伊
豆
国
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
等
の
地
域
は
い
ず
れ
も
大
寺
が
あ
り
、
そ
の
末
寺
が
そ
の
数
を
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

第４表!日蓮宗寺院の地域分布! （!"#$～!"#"年現在）
％末寺数地　域　名
!"#!"北海道・東北
!"#$!"#$関 東
!"#"!"#甲・信・北陸
!"#$!"#東 海
!"#$!"#近 畿
!"#!"#中 国
!"#!"四 国
!"#!"#九 州
!""#"!"!#合　　　計
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第
四
表
は
全
国
を
八
つ
の
地
域
に
区
分
し
て
そ
の
比
較
を
し
て
み
ま
し
た
。
天
明
六

七
年
（
一
七
八
六

七
）
の
寺
院
本
末
帳
の
数

字
で
す
。
先
述
の
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
数
字
が
総
数
で
二
四
一
〇
か
寺
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
天
明
年
間
は
四
七
四
九
か
寺
で

す
。
こ
の
約
一
五
〇
年
の
間
に
日
蓮
宗
の
寺
院
が
約
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
勿
論
こ
れ
は
日
蓮
宗
だ
け
の
こ
と
で

は
な
く
、
諸
宗
派
に
お
い
て
も
い
え
ま
す
。

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
二
月
、
島
原
の
乱
が
終
結
す
る
と
、
幕
府
は
半
年
後
に
全
国
の
寺
院
に
対
し
て
寺
請
証
文
の
案
文
を
渡

し
、
そ
れ
に
そ
っ
て
各
寺
院
が
そ
の
周
辺
の
民
衆
の
寺
請
証
文
を
作
成
し
、
幕
府
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
寺
請
制
度
の
始
ま
り
で

す
。
し
か
し
全
国
に
村
数
約
六
万
五
千
か
村
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
こ
の
時
期
に
こ
れ
等
の
村
々
に
対
応
出
来
る
寺
数
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
民
衆
は
寺
請
証
文
を
作
成
し
て
く
れ
る
寺
の
創
設
を
積
極
的
に
は
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
勿
論
自
分
た
ち
の
身
分
保
証

（
つ
ま
り
キ
リ
シ
タ
ン
で
は
な
い
と
の
住
職
が
書
く
身
分
保
証
）
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
時
期
全
国
の
町
や
村
に
は
多
く
の

堂
宇
が
あ
り
ま
し
た
。
堂
宇
の
名
前
も
様
々
で
、
持
仏
堂
・
阿
弥
陀
堂
・
法
華
堂
・
釈
迦
堂
・
観
音
堂
・
大
日
堂
・
不
動
堂
・
地
蔵
堂
な

ど
で
す
。
こ
れ
等
の
堂
宇
を
寺
に
昇
格
さ
せ
、
そ
こ
へ
僧
侶
に
定
住
し
て
も
ら
い
、
寺
請
証
文
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
を
人
々
は
の
ぞ
み

ま
し
た
。
一
方
で
各
宗
派
は
教
線
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
自
宗
の
僧
侶
を
昇
格
可
能
な
堂
宇
に
派
遣
し
、
堂
宇
を
寺
に
昇
格
さ
せ
る
動
き

を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
近
世
に
お
け
る
寺
請
寺
院
は
民
衆
の
要
望
と
寺
院
側
の
思
惑
が
一
致
し
、
続
々
と
創
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
寺
請
制
度
の
始
ま
り
の
時
期
の
寺
の
実
態
で
す
。
や
や
間
を
お
い
て
強
固
な
檀
家
制
度
に
発
展
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
簡
単
に
言
え
ば
、
こ
の
日
蓮
宗
寺
院
本
末
帳
を
見
る
限
り
、
そ
の
ほ
ぼ
半
数
は
寺
請
制
度
施
行
後
に
成
立
し
た
寺
院
と
言
え
ま

す
。
勿
論
他
宗
派
に
お
い
て
も
同
様
の
条
件
で
し
た
。
割
合
史
料
が
揃
っ
て
い
る
一
向
宗
の
場
合
は
約
八
割
の
寺
院
が
、
曹
洞
宗
に
お
い

て
も
約
七
割
の
寺
院
が
そ
れ
ぞ
れ
寺
請
制
度
成
立
後
即
ち
一
六
四
〇
年
以
後
に
成
立
し
て
い
ま
す
。
次
に
明
治
政
府
が
お
こ
な
っ
た
神
仏

分
離
令
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

神
仏
分
離
令

明
治
政
府
が
江
戸
時
代
の
仏
教
中
心
の
思
想
か
ら
神
道
中
心
の
思
想
に
転
換
し
た
の
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
こ



─ ─

と
で
す
。
三
月
十
三
日
神
祇
官
を
復
興
し
、「
王
政
復
古
は
神
武
創
業
の
始
め
に
基
づ
き
、
祭
政
一
致
を
復
活
」
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

三
月
十
七
日
に
は
「
諸
国
大
小
の
神
社
に
お
い
て
僧
形
で
別
当
・
社
僧
と
称
す
る
者
は
復
飾
さ
せ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
実
は
江
戸
時
代

ま
で
は
神
仏
習
合
が
普
通
で
し
た
。
神
社
は
ほ
と
ん
ど
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
寺
院
の
境
内
に
守
護
神
と
し
て
か
、
地
主
神
と
し
て
勧
請
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
幾
つ
か
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
と
、
日
光
の
輪
王
寺
に
は
東
照
宮
と
二
荒
山
神
社
を
、
鎌
倉
の
真
言
宗
八
幡
宮
寺
に
は
鶴

岡
八
幡
を
、
奈
良
の
興
福
寺
に
は
春
日
明
神
を
、
山
城
の
神
応
寺
に
は
石
清
水
八
幡
宮
、
近
江
の
延
暦
寺
に
は
日
吉
神
社
な
ど
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
神
社
の
司
祭
権
は
別
当
・
社
僧
と
い
わ
れ
た
僧
侶
が
握
っ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。
地
方
の
有
力
神
社
も
同
様
で
し
た
。

神
社
の
祭
神
も
本
地
垂
迹
の
名
の
も
と
に
ほ
と
ん
ど
の
場
合
神
体
は
仏
像
で
し
た
。

明
治
政
府
は
こ
の
よ
う
な
現
状
に
か
ん
が
み
と
り
あ
え
ず
は
神
と
仏
を
分
離
し
て
、
つ
い
で
仏
教
を
排
斥
し
神
道
を
中
心
と
す
る
宗
教

制
度
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
明
治
政
府
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
矢
継
ぎ
早
に
神
仏
分
離
の
法
令
を
だ
し
て
い
ま

す
。
三
月
二
十
八
日
に
は
太
政
官
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
布
達
し
て
い
ま
す
。

一
、
神
社
名
の
権
現
・
牛
頭
天
王
な
ど
の
仏
教
語
を
神
号
に
変
え
る
こ
と

二
、
仏
像
を
神
体
と
し
て
い
る
も
の
は
取
り
除
き
、
神
体
は
幣
か
鏡
に
取
り
替
え
る
こ
と

三
、
神
社
に
あ
る
鰐
口
・
梵
鐘
・
懸
け
仏
な
ど
は
取
り
除
く
こ
と
な
ど
で
す
。
第
一
は
、
た
と
え
ば
徳
川
家
康
の
墓
所
は
東
照
大
権
現
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
か
ら
東
照
宮
と
称
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
で
は
熊
野
大
権
現
を
熊
野
神
社
、
金
毘
羅
大
権
現
が
琴
平
宮
、

日
吉
大
権
現
を
日
吉
神
社
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。
第
二
の
神
体
は
、
全
国
の
神
社
で
幣
や
鏡
に
改
め
ら
れ
多
く
の
仏
像
が
破
却
・
焼
却
さ

れ
ま
し
た
。
第
三
の
金
属
製
品
は
い
ず
れ
も
寺
か
ら
取
り
除
き
、
焼
却
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
時
代
の
古
い
も
の
に
つ
い
て
は
地
元
や

近
く
の
寺
で
保
存
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

四
月
一
日
に
は
全
国
に
数
多
く
散
在
し
て
い
た
八
幡
社
の
神
名
を
、
こ
れ
ま
で
の
八
幡
大
菩
薩
か
ら
八
幡
大
神
や
八
幡
宮
に
変
え
る
よ

う
に
命
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
大
菩
薩
は
仏
よ
り
低
い
位
階
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
つ
ま
り
神
を
仏
の
風
下
に
置
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い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
全
国
で
は
こ
の
時
期
か
ら
神
名
が
八
幡
大
神
あ
る
い
は
八
幡
宮
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
尊
王
思
想
を
持
ち
天
皇
を
擁
護
し
な
が
ら
非
業
の
死
を
と
げ
た
人
た
ち
の
神
格
化
の
政
策
が
取
ら
れ
た
の
も
こ
の
年
か
ら
で
し

た
。
明
治
元
年
四
月
に
は
南
朝
の
忠
臣
楠
正
成
が
湊
川
神
社
に
、
七
月
に
は
菊
池
武
時
が
菊
池
神
社
に
、
同
二
年
に
は
護
良
親
王
が
鎌
倉

宮
に
そ
れ
ぞ
れ
祭
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
一
方
反
徳
川
家
康
の
武
将
豊
臣
秀
吉
が
明
治
元
年
閏
四
月
に
豊
国
神
社
に
、
同
七
月
に
加
藤
清
正

が
加
藤
神
社
に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
こ
の
時
期
に
は
き
わ
め
て
政
治
性
の
つ
よ
い
神
社
が
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。明

治
元
年
閏
四
月
神
官
の
身
分
に
つ
い
て
の
布
達
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
別
当
・
社
僧
を
還
俗
さ
せ
、
あ
ら
た
め
て
神
主
・
社
人
と

称
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
同
月
こ
れ
ま
で
神
職
の
葬
式
は
寺
院
に
お
い
て
仏
式
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
神
主
並
び

に
家
族
に
至
る
ま
で
神
葬
祭
に
し
て
よ
ろ
し
い
と
布
達
し
て
い
ま
す
。

と
も
あ
れ
こ
れ
ま
で
寺
院
の
付
属
物
で
あ
っ
た
神
社
の
独
立
を
は
か
り
、
神
社
の
神
官
を
僧
侶
か
ら
神
職
に
交
代
さ
せ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
神
社
の
経
営
は
こ
の
ま
ま
で
は
不
可
能
で
し
た
。
そ
こ
で
神
社
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
民
衆
に
新
し
い
簡
素

な
葬
式
の
方
法
と
し
て
、
仏
葬
祭
か
ら
神
葬
祭
に
転
換
す
る
こ
と
を
奨
励
し
ま
し
た
。

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
は
寺
院
の
檀
家
制
度
に
匹
敵
す
る
も
の
と
し
て
、
全
国
各
地
の
神
社
に
氏
子
帳
を
作
成
さ
せ
氏
子
組
織
を

つ
く
ら
せ
て
い
ま
す
。
明
治
五
年
（
一
七
八
二
）
の
壬
申
戸
籍
で
は
家
ご
と
に
氏
寺
と
氏
神
（
産
土
神
）
を
記
入
さ
せ
、
村
単
位
で
の
氏

子
組
織
を
作
ら
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
段
階
で
初
め
て
村
の
鎮
守
の
経
営
基
盤
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
江
戸
時
代
の
寺
院
の
檀
家
制

度
に
か
わ
っ
て
神
社
を
軸
と
し
た
氏
子
制
度
が
確
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
日
蓮
宗
へ
の
太
政
官
布
達
を
み
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
蓮
宗
へ
の
太
政
官
布
達

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
月
十
八
日
、
太
政
官
は
有
力
寺
院
に
対
し
て
布
達
を
だ
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
布
達
の
宛
先
の
有
力
寺
院
と
は
ま
ず
京
都
の
十
六
本
寺
で
あ
る
頂
妙
寺
・
立
本
寺
・
本
隆
寺
・
妙
蓮
寺
・
本
法
寺
・
妙
顕
寺
・
妙
覚



─ ─

寺
・
本
満
寺
・
本
禅
寺
・
妙
傳
寺
・
寂
光
寺
・
妙
泉
寺
・
要
法
寺
・
妙
満
寺
・
本
能
寺
・
本
圀
寺
で
す
。

地
方
の
有
力
寺
院
の
宛
先
は
陸
奥
妙
法
寺
、
常
陸
久
昌
寺
、
上
総
妙
覚
寺
・
妙
光
寺
・
正
法
寺
・
鷲
山
寺
、
下
総
弘
法
寺
・
本
土
寺
・

日
本
寺
・
法
華
経
寺
、
安
房
誕
生
寺
・
鏡
忍
寺
、
武
蔵
本
門
寺
・
妙
顕
寺
、
相
模
龍
口
寺
・
妙
本
寺
、
甲
斐
久
遠
寺
・
妙
法
寺
・
本
遠

寺
・
立
正
寺
、
伊
豆
妙
法
華
寺
・
仏
現
寺
、
駿
河
久
遠
寺
・
大
石
寺
・
妙
蓮
寺
・
本
門
寺
・
光
長
寺
・
実
相
寺
・
蓮
永
寺
、
遠
江
玄
妙

寺
、
越
後
妙
法
寺
・
本
成
寺
、
佐
渡
妙
宣
寺
・
根
本
寺
、
能
登
妙
成
寺
、
山
城
満
願
寺
、
和
泉
妙
国
寺
、
紀
伊
報
恩
寺
・
養
珠
寺
、
攝
津

本
興
寺
、
安
芸
国
前
寺
、
肥
前
勝
光
寺
等
で
す
。

太
政
官
の
布
達
内
容
は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

王
政
復
古
更
に
維
新
を
は
じ
め
る
お
り
か
ら
、
神
仏
混
淆
の
儀
、
御
廃
止
仰
せ
い
出
さ
れ
候
の
と
こ
ろ
、
そ
の
宗
に
お
い
て
は
、
従

来
三
十
番
神
と
称
し
、
皇
祖
太
神
を
は
じ
め
奉
り
、
そ
の
他
の
神
祇
を
配
祠
し
、
か
つ
曼
荼
羅
と
唱
え
候
う
ち
に
、
天
照
皇
太
神
・

八
幡
大
神
な
ど
の
御
神
号
を
書
き
加
え
、
あ
ま
つ
さ
え
死
体
に
相
着
せ
候
経
帷
子
な
ど
に
も
、
神
号
を
相
認
候
こ
と
、
実
に
い
わ
れ

ざ
る
次
第
に
つ
き
、
向
後
禁
止
仰
せ
い
だ
さ
れ
候
間
、
全
て
神
祇
の
称
号
決
し
て
相
混
じ
り
申
さ
ざ
る
よ
う
、
き
っ
と
相
心
得
、
宗

派
末
々
ま
で
洩
れ
ざ
る
よ
う
相
達
す
べ
き
旨
御
沙
汰
の
こ
と
、

と
し
て
い
ま
す
。
神
祇
官
は
第
一
に
神
仏
混
淆
を
廃
止
す
る
こ
と
、
第
二
に
日
蓮
宗
で
は
三
十
番
神
信
仰
と
し
て
伊
勢
神
宮
を
は
じ
め
そ

の
他
の
神
を
配
し
て
い
る
こ
と
は
ま
か
り
な
ら
ぬ
と
し
て
禁
止
を
命
じ
て
い
ま
す
。
第
三
に
曼
荼
羅
本
尊
の
中
に
天
照
大
神
・
八
幡
大
神

な
ど
の
神
号
を
書
き
、
経
帷
子
な
ど
に
し
、
そ
れ
を
遺
体
に
懸
け
る
こ
と
は
禁
止
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
を
速
や
か
に
実

施
す
る
よ
う
に
と
、
先
述
の
有
力
寺
院
を
通
じ
て
全
国
の
末
寺
に
命
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
で
は
日
蓮
宗
寺
院
が
古
来
所
持
し
て
い
た

神
像
な
ど
は
焼
却
す
る
よ
う
命
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
明
治
政
府
の
こ
の
よ
う
な
布
達
に
対
し
て
、
日
蓮
宗
寺
院
が
こ
れ
ま
で
の
江
戸
時
代
以
来
の
信
仰
を
簡
単
に
捨
て
去
る

こ
と
は
出
来
ず
、
各
地
の
末
寺
で
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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明
治
政
府
は
さ
ら
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
神
仏
分
離
・
廃
仏
毀
釈
の
実
態
を
調
査
す
る
た
め
寺
院
明
細
帳
の
提
出
を
命
じ
ま
し

た
。寺

院
明
細
帳
の
提
出

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
七
月
二
十
八
日
「
太
政
官
布
告
」
に
お
い
て
「
本
末
寺
号
其
他
明
細
帳
」
の
提
出
を

命
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
帳
面
を
寺
院
明
細
帳
と
通
称
し
て
い
ま
す
。
形
式
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
各
府
藩
県
単
位
で
の
提
出
を
命
じ

た
も
の
、
も
う
一
つ
は
各
宗
本
山
・
触
頭
に
宗
派
単
位
で
の
提
出
を
命
じ
た
も
の
で
す
。

内
容
は
い
ず
れ
も
同
様
で
す
。
内
容
に
つ
い
て
示
し
ま
す
と
、
寺
名
・
現
住
所
・
住
職
名
・
宗
派
・
本
山
・
境
内
坪
数
・
滅
罪
檀
家
軒

数
・
朱
印
地
の
有
無
・
持
高
（
山
林
・
屋
敷
地
・
田
畑
）
・
境
内
の
堂
宇
名
・
塔
頭
名
・
末
寺
名
な
ど
で
す
。
以
上
の
寺
院
明
細
帳
が
明

治
政
府
に
提
出
さ
れ
た
の
は
明
治
三

四
年
で
し
た
。
現
存
す
る
も
の
の
多
く
は
国
立
国
会
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
冊
数
は

三
一
七
冊
あ
り
『
社
寺
取
調
類
纂
』
に
所
収
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
史
料
は
全
国
ほ
と
ん
ど
の
地
域
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

寺
院
明
細
帳
は
神
仏
分
離
政
策
が
ど
の
程
度
貫
徹
し
た
か
を
追
跡
調
査
す
る
の
が
目
的
で
し
た
。
ま
た
一
方
で
は
神
道
国
教
化
政
策
を

展
開
し
て
い
く
た
め
の
予
備
調
査
で
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
こ
の
寺
院
明
細
帳
で
は
無
住
（
住
職
の
居
な
い
寺
）
と
無
檀
（
滅
罪
檀
家
が

な
い
寺
）
を
か
な
ら
ず
記
入
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
寺
は
明
治
五
年
以
降
改
め
て
廃
寺
と
し
て
整
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

明
治
五
年
十
月
二
十
九
日
、
明
治
政
府
は
つ
ぎ
の
如
く
布
達
し
て
い
ま
す
。

諸
宗
寺
院
の
内
、
無
檀
に
し
て
無
住
の
む
き
な
ど
、
多
く
は

他
寺
よ
り
兼
職
し
、
あ
る
い
は
地
方
村
持
ち
と
相
成
り
、
将
来
営
繕
相
続
な
ど
の
目
途
こ
れ
な
き
は
勿
論
、
す
で
に
堂
宇
廃
頽

し
、
寺
号
の
み
存
し
候
む
き
こ
れ
あ
る
べ
き
趣
に
相
聞
こ
え
、
百
度
維
新
の
今
日
に
当
た
り
、
前
よ
り
の
ま
ま
差
し
置
か
れ
候
て

は
、
名
実
に
違
不
都
合
の
す
じ
に
つ
き
、
総
本
寺
・
本
山
を
除
く
の
ほ
か
、
右
な
ど
は
全
て
廃
絶
仰
せ
い
だ
さ
れ
た
く
、（
下
略
）

と
、
諸
宗
寺
院
の
内
で
、
無
住
・
無
檀
の
寺
院
に
つ
い
て
は
、
多
く
は
他
寺
が
兼
帯
し
た
り
、
村
持
ち
で
管
理
し
た
り
し
て
い
る
が
、
こ
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れ
等
の
寺
は
将
来
に
わ
た
っ
て
修
理
・
修
復
し
て
相
続
さ
せ
る
目
途
が
た
た
な
い
こ
と
、
ま
た
堂
宇
が
す
で
に
廃
れ
、
寺
号
だ
け
残
っ
て

い
る
寺
も
あ
る
と
聞
く
が
、
明
治
維
新
の
と
き
に
あ
た
り
、
そ
の
ま
ま
捨
て
置
い
て
は
名
目
が
た
た
な
い
の
で
、
本
山
境
内
に
存
在
す
る

無
住
・
無
檀
寺
院
以
外
は
す
べ
て
廃
寺
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
ら
ば
無
檀
・
有
住
の
寺
院
（
檀
家
は
な
い
が
僧
侶
が
す
ん
で
い
る
寺
）
の
扱
い
は
ど
う
な
の
か
、
と
い
う
問
題
が
の
こ
り
ま
す

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
明
治
政
府
は
三
月
四
日
布
達
を
出
し
、「
無
檀
・
無
住
寺
院
」
と
同
様
の
扱
い
に
す
る
、
と
し
、
こ
れ
ま
た
廃
寺

と
命
じ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
寺
院
明
細
帳
提
出
以
後
の
明
治
五
年
か
ら
小
寺
院
は
次
々
に
廃
寺
と
さ
れ
全
国
で
は
数
多
く
の
寺
が
潰
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
廃
寺
と
し
た
寺
の
事
後
処
理
は
ど
う
な
っ
た
か
に
つ
い
て
つ
ぎ
に
検
討
し
ま
す
。
明
治
政
府
は
実
に
細
か
い
指
示
を
出
し
て
い

ま
す
。
幾
つ
か
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
記
し
て
い
ま
す
が
、「
廃
寺
は
無
檀
・
無
住
」「
廃
寺
は
無
檀
・
有
住
」「
合
寺
は
無
檀
・
無
住
」「
合

寺
は
無
檀
・
有
住
」「
合
寺
は
有
檀
・
無
住
」
の
五
つ
の
ケ
ー
ス
で
す
。
合
寺
と
あ
る
の
は
二
つ
の
寺
の
う
ち
一
つ
を
廃
寺
と
し
、
他
の

寺
へ
併
合
す
る
寺
の
こ
と
で
す
。
つ
ぎ
に
こ
の
五
つ
の
ケ
ー
ス
の
う
ち
「
廃
寺
は
無
檀
・
無
住
」
の
例
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

領
主
の
保
護
で
つ
く
ら
れ
た
堂
宇
の
建
物
は
官
に
没
収
す
る
こ
と
、
檀
家
（
祈
祷
檀
家
）
が
建
て
た
物
は
こ
の
扱
い
は
檀
家
に
ま
か

せ
る
こ
と
、
ま
た
寺
院
・
僧
侶
の
資
金
で
建
て
た
も
の
は
官
に
没
収
す
る
。

境
内
地
の
場
合
、
農
民
の
名
請
地
で
年
貢
を
払
っ
て
い
た
も
の
は
名
請
人
に
渡
す
こ
と
、
寺
院
か
僧
侶
の
名
請
地
な
ら
ば
官
に
没
収

す
る
。朱

印
・
黒
印
・
除
地
の
田
畑
・
山
林
の
場
合
は
、
寺
院
か
僧
侶
の
名
請
地
な
ら
ば
官
に
没
収
す
る
。

農
民
が
寺
院
に
田
畑
を
寄
付
し
た
土
地
の
場
合
、
寺
付
き
の
地
面
で
あ
る
の
で
官
へ
没
収
、
但
し
寄
付
人
の
子
孫
が
再
び
所
有
し
た

い
と
思
う
な
ら
ば
、
官
が
相
当
の
代
価
で
払
い
下
げ
る
。
な
お
ま
た
仏
像
・
什
器
は
本
寺
・
法
類
寺
の
う
ち
、
も
よ
り
の
寺
院
に
渡
す
べ

き
こ
と
。
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な
ど
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
れ
ま
で
領
主
か
ら
寺
院
・
僧
侶
が
も
ら
っ
て
い
た
も
の
は
当
然
官
が
没
収
す

る
、
と
し
、
ま
た
土
地
を
買
得
し
寺
院
や
僧
侶
名
義
で
も
っ
て
い
た
も
の
は
こ
れ
ま
た
官
が
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
、
わ
ず
か
に
檀
家
が

建
て
た
堂
宇
の
み
は
そ
の
檀
家
の
意
思
を
認
め
て
い
ま
す
が
、
檀
家
が
寄
進
し
た
土
地
に
つ
い
て
は
相
当
の
代
価
で
払
い
下
げ
る
と
し
て

い
ま
す
。
以
上
は
五
つ
の
ケ
ー
ス
の
一
つ
の
例
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
廃
寺
・
合
寺
と
し
た
後
の
土
地
の
利

用
、
山
林
・
境
内
地
・
付
属
田
畑
の
い
ず
れ
も
官
有
地
と
し
て
明
治
政
府
が
没
収
し
ょ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
が
明
ら
か
で
す
。
こ
れ
は
他

の
四
つ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

明
治
政
府
は
全
国
各
地
の
都
市
や
農
村
で
莫
大
な
土
地
を
こ
の
時
官
有
地
と
し
て
没
収
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
全
国

の
城
下
町
に
あ
っ
た
寺
町
を
官
有
地
に
と
り
あ
げ
た
こ
と
は
そ
の
後
県
庁
や
郡
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
・
学
校
な
ど
の
敷
地
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
政
府
の
神
仏
分
離
・
廃
仏
毀
釈
政
策
は
第
一
段
階
が
明
治
元
年

二
年
と
す
る
と
、
第
二
段
階
は
明
治
五
年
か
ら
だ
っ
た
と
い
え

ま
す
。
こ
の
政
策
に
よ
り
明
治
政
府
の
官
有
地
は
急
増
し
、
経
済
的
効
果
は
き
わ
め
て
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
滅
罪
檀
家
（
葬
式
檀
家
）
を
持
た
な
か
っ
た
全
国
の
多
く
の
寺
院
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
葬
式
檀
家
を
経
営

の
中
核
と
す
る
寺
院
の
み
が
生
き
残
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
明
治
政
府
の
中
核
と
な
っ
た
薩
摩
藩
の
寺
院
整
理
の
実
態
を
検
討
し
て
み
ま
す
。

薩
摩
藩
の
神
仏
分
離
政
策

つ
ぎ
の
第
五
表
は
江
戸
時
代
の
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
地
方
に
お
け
る
仏
教
諸
宗
派
の
分
布
の
様
子
を
寺
院

本
末
帳
か
ら
表
示
し
て
み
ま
し
た
。

第
五
表
の
出
典
は
表
の
下
に
示
し
た
通
り
で
す
。
一
つ
だ
け
お
断
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
薩
摩
藩
領
は
薩
摩
国
・
大

隅
国
全
郡
と
日
向
国
諸
縣
郡
一
郡
の
み
で
す
が
、
こ
こ
に
記
し
た
の
は
日
向
国
全
体
の
寺
院
数
で
す
。
何
故
な
ら
ば
寺
院
本
末
帳
に
は
日

向
国
の
郡
以
下
の
記
載
が
な
い
も
の
が
多
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
薩
摩
藩
領
の
総
寺
院
数
は
実
質
で
は
一
三
五
七
か
寺
よ
り
も
か
な
り
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減
少
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
寺
院
本
末
帳
が
各
宗
派
同
一
時
代

の
も
の
が
そ
ろ
え
ば
い
い
の
で
す
が
、
宗
派
に
よ
っ
て
作
成
年
代
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
も
あ
れ
、

こ
の
三
か
国
の
、
江
戸
時
代
中
期
の
諸
宗
派
の
分
布
を
再
現
し
て
み
ま

し
た
。

三
か
国
で
み
る
か
ぎ
り
、
寺
院
数
が
最
も
多
い
の
は
日
向
国
で
、
つ

い
で
薩
摩
国
、
最
も
少
な
い
の
が
大
隅
国
で
す
。
寺
院
数
で
み
ま
す

と
、
第
一
位
は
曹
洞
宗
で
、
六
一
六
か
寺
あ
り
、
全
体
の
約
四
四
・

五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
じ
つ
は
こ
の
地
域
の
中
本
寺
で
あ
る
鹿
児
島

福
昌
寺
が
鎌
倉
時
代
以
来
薩
摩
藩
主
島
津
氏
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
こ
と

に
よ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
曹
洞
宗
寺
院
数
の
う
ち
、
三
七
一
か
寺

が
福
昌
寺
の
末
寺
で
、
曹
洞
宗
末
寺
の
約
六
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

福
昌
寺
が
い
か
に
島
津
氏
と
強
い
繋
が
り
を
持
ち
、
そ
の
政
治
力
で
勢

力
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
第
二
位
は
新
義
真
言
宗
、

第
三
位
は
臨
済
宗
、
第
四
位
は
時
宗
、
第
五
位
は
日
蓮
宗
で
す
。
日
蓮

宗
の
宗
勢
を
み
ま
す
と
、
大
隅
国
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い

で
薩
摩
国
は
僅
か
五
か
寺
、
日
向
国
は
三
か
寺
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
第
六

位
は
古
義
真
言
宗
、
以
下
天
台
宗
、
浄
土
宗
の
順
で
す
。
江
戸
時
代
の

薩
摩
藩
領
の
諸
宗
派
の
現
状
は
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

第５表　江戸時代諸宗本末帳に見る薩摩・大隅・日向の寺院

合計曹洞宗臨済宗時宗日蓮宗浄土宗新義真
言宗

古義真
言宗天台宗国名

!"#!"#!"!"!!!"#!!!薩摩
!"#!"#!!"!!!!"!!大隅
!"#!!"!"#!"!!!"!"!"日向
!"#$!"!!"#!"!"!"!"#!"!!合計

注　天台宗は　天明６年（!"#$）「天台宗寺院名前帳」（水戸市彰考館文庫）
　　古義真言宗は　寛政３年（!"#!）「古義真言宗本末帳」（水戸市彰考館文庫）
　　新義真言宗は　寛政７年（!"#$）「新義真言宗本末帳」（水戸市彰考館文庫）
　　浄土宗は　元禄!"年（!"#$）「浄土宗寺院由緒書」（東京都港区増上寺）
　　時宗は　天明８年（!"##）「時宗遊行派本末帳」（水戸市彰考館文庫）
　　日蓮宗は　天明６年（!"#$）「日蓮宗寺院本末帳」（水戸彰考館文庫）
　　臨済宗は　天明８年（!"#$）「臨済宗本末帳」（水戸市彰考館文庫）
　　曹洞宗は　延享４年（!"#"）「曹洞宗寺院本末帳」（横浜市鶴見区總持寺）
　　明治維新神仏分離史料第十巻には天台宗・真言宗・浄土宗・時宗・臨済宗・曹洞
宗・黄檗宗・法華宗とあり

　　鹿児島藩領寺院総数は　!"##　か寺とある（慶応元年現在）。
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薩
摩
藩
で
は
江
戸
時
代
の
末
期
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
島
津
久
光
が
領
内
の
寺
院
を
調
査
し
た
史
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
作

成
し
た
の
が
第
六
表
で
す
。

薩
摩
藩
は
既
に
明
治
維
新
の
前
か
ら
廃
仏
政
策
に
着
手
し
て
い
ま
し
た
。
藩
主
島
津
忠
義
の
父
で
あ
る
島
津
久
光
が
積
極
的
な
提
言
を

し
た
の
は
慶
応
元
年
の
こ
と
で
し
た
。
島
津
久
光
は
後
期
水
戸
学
の
思
想
的
影
響
を
う
け
、
特
に
天
保
一
三

一
五
年
（
一
八
四
二

四
）
徳
川
斉
昭
が
行
っ
た
水
戸
藩
の
廃
仏
毀
釈
政
策
を
模
範
と
し
、
薩
摩
藩
で
も
実
施
し
ょ
う
と
計
画
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
島
津

久
光
は
寺
社
奉
行
な
ど
を
使
っ
て
領
内
の
寺
院
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
表
示
し
た
も
の
が
第
六
表
で
す
。

薩
摩
藩
領
内
の
寺
院
総
数
は
一
〇
六
六
か
寺
で
す
。
第
五
表
と
は
異
な
り
こ
こ
で
は
日
向
国
諸
縣
郡
と
記
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で

は
薩
摩
藩
の
領
域
だ
け
の
書
き
上
げ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
鹿
児
島
城
下
に
か
な
り
寺
が
集
中
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま

す
。
次
に
堂
宇
数
で
す
が
、
全
体
で
四
二
八
六
堂
宇
で
す
。
堂
宇
の
管
理
者
は
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

寺
院
の
管
理
、

村
の

管
理
、

個
人
持
ち
な
ど
、
で
す
。
堂
宇
の
数
は
寺
の
約
四
倍
の
数
字
で
す
。
こ
の
堂
宇
に
も
か
な
ら
ず
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た

の
で
、
仏
像
数
も
ほ
ぼ
同
数
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
寺
院
と
堂
宇
を
合
計
し
ま
す
と
五
三
五
二
か
所
に
な
り
ま
す
。
島
津
久
光
は
こ
れ
を
全

て
破
却
・
焼
却
す
べ
し
、
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
仏
像
も
こ
の
時
破
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
寺
院
や
堂
宇
に
あ
っ
た
梵
鐘
・
仏
像
・
仏
具
な
ど
の
金
属
製
品
は
い
ず
れ
も
武
器
の
材
料
に
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
領

内
寺
院
・
堂
宇
の
金
属
製
品
の
代
価
は
約
一
〇
万
両
と
見
積
も
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
寺
院
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
無
駄
な
出
費
は
、
寺
院
伽
藍
・
堂
宇
の
修
復
費
並
び
に
朱
印
地
・
除
地
・
寺
領
・
境
内
地
な
ど

の
優
遇
措
置
を
含
め
れ
ば
、
約
一
〇
万
石
の
出
費
に
匹
敵
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
薩
摩
藩
の
年
間
収
入
は
総
石
高
が
七
三
万
石
で
す
の

で
、
年
貢
率
三
割
と
見
積
も
っ
て
約
二
二
万
石
で
す
。
先
述
の
寺
院
の
金
属
製
品
の
代
価
一
〇
万
両
（
米
約
一
〇
万
石
）、
そ
れ
に
寺
院

に
対
す
る
出
費
を
合
計
す
る
と
約
二
〇
万
石
に
な
り
、
薩
摩
藩
の
一
年
分
の
収
入
に
相
当
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。
島
津
久
光
は
ま
ず
廃

仏
毀
釈
に
着
手
し
て
藩
財
政
を
立
て
直
そ
う
と
し
ま
し
た
。
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第６表　薩摩藩の寺院・堂宇数! （!"#$年現在）
寺院数地　　　域（寺数）
!!"鹿児島城下
!"#薩摩国全郡
!"#大隅国全郡
!"#日向国諸縣郡
!"##小　　　計

寺院数地　　　域（堂宇）
!"#鹿児島城下
!"#$薩摩国全郡・大隅国全郡・日向国諸縣郡
!"#$小　　　計

参考文献『新編　明治維新神仏分離史料』第!"巻　（名著出版）

第７表　鹿児島県の現在の宗勢（!""!年現在）『市町村区分全国寺院大鑑』
寺院数宗　派　名寺院数宗　派　名

!光明念仏語聖宗!"!天台宗１
!"臨済宗相国寺派!"!真言宗御室派２
!"曹洞宗!"!"高野山真言宗３
!日蓮宗!"!中山身語正宗４
!"法華宗（本門流）!"!"浄土宗５
!本門仏立宗!"!時宗６
!日蓮正宗!"!"#浄土真宗本願寺派７
!本門法華宗!"!"　　〃　大谷派８
!三宝教団!"!"　　〃　興正派９
!"単立!!!"　　〃　木辺派!"

!"#合計!　　〃　高田派!!

!　　〃　仏光寺派!"
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ま
た
僧
侶
の
処
分
に
つ
い
て
も
彼
は
言
及
し
て
い
ま
す
。
僧
侶
は
全
員
で
二
七
四
四
名
い
ま
し
た
が
、
全
て
還
俗
さ
せ
る
べ
き
、
と
し

ま
し
た
。
僧
侶
の
身
の
振
り
方
に
つ
い
て
は
、
全
員
を
四
分
野
に
均
等
に
分
け
、
一
分
野
六
八
六
名
ず
つ
と
し
ま
し
た
。
第
一
に
一
八
歳

四
〇
歳
で
健
康
な
者
は
兵
隊
に
す
る
こ
と
、
第
二
に
学
識
あ
る
者
は
教
員
（
寺
子
屋
）
に
す
る
こ
と
、
第
三
に
は
農
民
・
職
人
・
商
人

に
転
職
さ
せ
る
こ
と
、
第
四
に
老
僧
は
養
育
料
を
与
え
て
生
活
を
保
証
す
る
こ
と
、
な
ど
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

明
治
元
年
三
月
に
は
藩
主
島
津
忠
義
夫
人
照
子
の
葬
儀
は
こ
れ
ま
で
の
島
津
氏
歴
代
の
菩
提
寺
曹
洞
宗
福
昌
寺
で
は
執
り
行
わ
ず
、
神

葬
祭
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

同
月
に
は
薩
摩
藩
は
「
僧
侶
は
遊
民
な
り
、
宜
し
く
還
俗
し
て
本
貫
に
復
す
べ
し
、
梵
鐘
・
仏
具
は
改
鋳
し
て
大
砲
を
つ
く
り
、
海
防

に
役
立
て
る
べ
し
」
と
布
達
し
て
い
ま
す
。

明
治
元
年
四
月
、
明
治
政
府
が
神
仏
分
離
令
を
布
達
す
る
と
、
薩
摩
藩
は
先
述
の
島
津
久
光
の
提
言
ど
お
り
領
内
の
全
て
の
寺
を
廃
寺

と
す
る
旨
通
達
し
て
い
ま
す
。
領
内
至
る
所
で
こ
の
時
か
ら
寺
院
・
堂
宇
や
仏
像
の
破
却
・
焼
却
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
治
元
年
六
月
に
は
こ
れ
ま
で
仏
教
寺
院
で
お
こ
な
っ
て
い
た
盂
蘭
盆
会
を
禁
止
し
、
村
の
鎮
守
社
（
産
土
社
）
で
祖
先
祭
り
を
行
う

よ
う
に
命
じ
て
い
ま
す
。

明
治
元
年
十
一
月
に
は
再
度
領
内
の
全
寺
院
（
一
〇
六
六
か
寺
）、
全
堂
宇
（
四
二
八
六
堂
）
の
廃
止
を
命
じ
、
ま
た
一
方
で
は
全
僧

侶
の
還
俗
を
命
じ
て
い
ま
す
。

特
に
大
寺
も
例
外
な
く
廃
寺
に
す
る
、
と
強
調
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
藩
主
の
菩
提
寺
で
あ
る
城
下
の
曹
洞
宗
福
昌
寺
は
、
九
州
各

地
は
も
と
よ
り
広
範
囲
に
末
寺
一
四
五
四
か
寺
を
持
ち
、
寺
領
も
一
三
五
〇
石
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
廃
寺
と
し
ま
し
た
。
こ
の
他
の

城
下
の
大
寺
で
は
新
義
真
言
宗
大
乗
院
（
末
寺
二
四
九
か
寺
・
寺
領
千
石
）、
時
宗
浄
光
明
寺
（
末
寺
九
四
か
寺
・
寺
領
五
百
石
）、
こ
の

二
か
寺
と
も
廃
寺
と
な
り
、
島
津
氏
の
縁
あ
る
寺
も
例
外
な
く
潰
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
年
十
二
月
に
は
歴
代
藩
主
や
そ
の
家
族
の
墓
が
あ

る
寺
院
は
全
て
神
社
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
境
内
に
あ
っ
た
墓
域
の
五
輪
塔
は
破
壊
さ
れ
、
墓
碑
に
は
全
て
神
名
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。
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さ
ら
に
墓
碑
の
前
に
は
石
鳥
居
が
新
た
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
三
年
ま
で
に
薩
摩
藩
で
は
廃
仏
毀
釈
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
、
領
内
か
ら
全
て
の
寺
院
が
な
く
な
り
、
僧
侶
も
全
員
追
放
さ
れ
ま
し

た
。
薩
摩
藩
は
明
治
政
府
の
中
核
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
た
め
か
と
り
わ
け
寺
院
へ
の
弾
圧
政
策
は
激
烈
で
し
た
。
長
州
藩
・
土
佐
藩
・

肥
前
藩
な
ど
の
明
治
政
府
の
中
核
を
な
し
た
藩
で
も
廃
仏
毀
釈
政
策
は
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
藩
主
の
菩
提
寺
ま
で
破
却
し
、
五
輪
塔
の
墓

碑
ま
で
破
却
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
城
下
に
あ
っ
た
藩
主
の
菩
提
寺
や
有
力
寺
院
も
現
存
し
て
い
ま

す
。
薩
摩
藩
の
よ
う
な
大
藩
で
寺
院
を
こ
の
よ
う
に
一
掃
し
た
の
は
全
国
で
も
唯
一
と
い
え
ま
す
。
な
お
藩
主
の
菩
提
寺
を
破
却
し
、
墓

碑
の
前
に
鳥
居
を
建
て
、
神
葬
祭
に
変
え
た
藩
と
し
て
は
隣
接
の
肥
後
藩
細
川
氏
の
場
合
も
同
様
で
し
た
が
、
領
内
の
寺
院
を
思
い
切
っ

た
廃
仏
毀
釈
政
策
で
整
理
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

薩
摩
藩
で
は
寺
院
を
破
却
し
僧
侶
を
追
放
し
ま
し
た
が
、
民
衆
の
仏
教
的
行
事
や
墓
参
な
ど
に
至
る
信
仰
に
立
ち
入
っ
て
ま
で
変
更
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
廃
仏
毀
釈
の
嵐
が
お
さ
ま
る
と
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
県
）
に
た
い
す
る
批
判
が
各
宗
派
本
山

か
ら
も
出
さ
れ
、
明
治
政
府
に
批
判
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
政
府
も
捨
て
て
お
け
ず
、
鹿
児
島
県
に
対

し
て
警
告
を
出
し
て
い
ま
す
。

明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
九
月
、
鹿
児
島
県
参
事
田
畑
常
秋
は
寺
院
の
復
活
を
認
め
「
人
民
各
自
の
信
仰
に
ま
か
せ
る
」
と
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
同
年
九
月

十
一
月
に
か
け
て
各
宗
派
の
開
教
使
が
続
々
と
鹿
児
島
に
入
り
ま
し
た
。
天
台
宗
伊
集
院
俊
徳
、
真
言
宗
佐

伯
旭
雅
、
浄
土
宗
千
葉
観
州
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
柏
州
・
三
関
天
恵
、
同
宗
相
国
派
荻
野
独
園
、
曹
洞
宗
滝
団
泥
・
島
田
魏
堂
、
本
派
本

願
寺
（
西
）
大
洲
鉄
然
・
小
田
仏
乗
・
暉
峻
普
瑞
・
滝
川
賢
流
、
大
谷
派
本
願
寺
（
東
）
光
瑩
法
主
・
渥
美
契
識
・
細
川
千
巌
・
連
枝
勝

縁
・
白
川
慈
弁
・
渥
美
契
誠
、
興
正
寺
派
攝
信
法
主
・
連
枝
信
暁
・
真
田
黙
雷
・
佐
々
木
諦
聴
、
時
宗
島
田
恵
徹
な
ど
で
す
。

特
に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
は
江
戸
時
代
島
津
藩
が
禁
止
し
て
い
た
浄
土
真
宗
各
派
で
し
た
。
法
主
を
は
じ
め
と
し
て
有
力
な
論
客
の
僧

侶
を
送
り
込
み
、
教
団
ぐ
る
み
で
布
教
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
勿
論
こ
れ
以
外
の
宗
派
も
寺
院
の
復
活
に
つ
と
め
、
寺
の
復
興
を
は
か
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り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
翌
明
治
十
年
西
南
戦
争
が
始
ま
り
、
鹿
児
島
は
戦
場
と
化
し
。
開
教
使
の
活
動
も
一
時
頓
挫
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
各
宗
の
寺
院
が
再
建
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
明
治
二
十
年
代
の
こ
と
で
す
。

現
在
の
鹿
児
島
の
宗
勢

第
七
表
は
現
在
の
鹿
児
島
の
各
宗
派
の
分
布
表
で
す
。

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
と
き
と
比
べ
る
と
今
回
は
日
向
国
諸
縣
郡
が
抜
け
て
い
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
寺
数
が
約
四
割
に

激
減
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
し
、
各
宗
派
の
宗
勢
は
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
最
も
勢
力
が
強
か
っ
た
曹
洞
宗
は

一
四
か
寺
し
か
存
在
せ
ず
、
約
二
％
の
復
活
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。
同
様
の
こ
と
は
真
言
宗
も
三
五
一
か
寺
あ
っ
た
も
の
が
一
六
か
寺

と
、
約
四
・
六
％
、
臨
済
宗
は
一
八
七
か
寺
あ
っ
た
も
の
が
二
九
か
寺
で
約
一
五
・
五
％
、
時
宗
は
九
四
か
寺
あ
っ
た
も
の
が
一
か
寺
の

み
で
約
一
％
、
日
蓮
宗
は
六
三
か
寺
あ
っ
た
も
の
が
二
か
寺
、
約
三
・
二
％
と
、
軒
並
み
激
減
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
浄
土
真
宗
は
江
戸
時
代
に
は
零
で
あ
っ
た
も
の
が
。
各
派
合
わ
せ
る
と
二
七
四
か
寺
と
ま
さ
に
一
人
勝
ち
の
感
が
あ
り
ま
す
。
現

在
の
寺
院
総
数
の
約
六
三
・
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
で
目
に
つ
く
の
は
臨
済
宗
相
国
寺
派
二
九
か
寺
、
法
華
宗
（
本
門
流
）

二
三
か
寺
あ
た
り
で
す
。

以
上
の
事
か
ら
や
は
り
教
団
ぐ
る
み
で
支
援
し
た
浄
土
真
宗
の
躍
進
が
注
目
で
き
ま
す
。
浄
土
真
宗
は
江
戸
時
代
に
は
薩
摩
藩
が
一
向

宗
を
禁
制
し
、
そ
の
後
隠
れ
念
仏
と
し
て
生
き
残
っ
た
門
徒
達
も
徹
底
的
に
弾
圧
を
受
け
ま
し
た
。
明
治
以
後
浄
土
真
宗
は
こ
れ
ま
で
の

薩
摩
藩
の
政
策
を
逆
手
に
と
り
「
念
仏
信
仰
不
毛
の
地
に
念
仏
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
法
主
が
直
接
乗
り
込
み
、
教
団
挙
げ

て
の
支
援
が
功
を
奏
し
た
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
他
の
仏
教
諸
宗
派
は
か
な
り
後
れ
を
取
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
そ
の
後
単
立

と
し
て
諸
宗
派
か
ら
独
立
し
た
寺
の
数
を
加
え
た
と
し
て
も
た
い
し
た
数
字
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
寺
院
零
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
北
海

道
と
ほ
ぼ
同
じ
条
件
で
し
た
が
そ
れ
に
比
べ
て
見
ま
す
と
浄
土
真
宗
教
団
以
外
の
諸
宗
派
の
伸
び
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
は
各
宗
派
が
北
海
道
の
よ
う
に
積
極
的
な
布
教
を
展
開
し
な
か
っ
た
も
の
に
よ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

む
す
び

以
下
箇
条
書
き
に
し
て
み
ま
す
と
、
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第
一
に
江
戸
時
代
の
日
蓮
宗
寺
院
の
展
開
は
、
寛
永
十
年
（
一
六
六
三
）
は
二
四
一
〇
か
寺
で
あ
っ
た
も
の
が
、
天
明
六
年
（
一
七
八

六
）
に
は
四
六
九
一
か
寺
と
、
約
二
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
地
域
的
に
み
ま
す
と
い
ず
れ
の
時
期
も
関
東
地
方
に
四
割
を
こ
え
る
寺
院

が
集
中
し
て
い
ま
す
。

第
二
に
明
治
政
府
は
江
戸
幕
府
の
仏
教
保
護
政
策
か
ら
転
じ
て
、
神
道
保
護
政
策
に
軸
足
を
移
し
、
徹
底
的
な
廃
仏
毀
釈
政
策
を
推
進

し
、
且
つ
神
道
国
教
化
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

第
三
に
明
治
政
府
の
太
政
官
は
日
蓮
宗
に
対
し
て
神
仏
分
離
を
名
目
に
し
て
曼
荼
羅
本
尊
に
神
名
を
入
れ
る
こ
と
、
三
十
番
神
を
祭
る

こ
と
、
な
ど
を
禁
止
し
て
い
ま
す
が
、
長
く
続
い
て
き
た
日
蓮
宗
の
信
仰
を
か
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
四
に
明
治
政
府
の
寺
院
整
理
政
策
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

二
年
と
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
以
降
の
二
段
階
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
明
治
政
府
が
標
榜
す
る
神
仏
分
離
政
策
で
は
な
く
廃
仏
毀
釈
政
策
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
寺
院
は
わ
ず
か
に
先
祖
の

菩
提
を
供
養
す
る
も
の
の
み
の
存
在
を
許
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
祈
祷
的
な
信
仰
は
非
科
学
的
で
あ
る
と
の
理
由
で
廃
寺
と
し
て
切
り
捨

て
た
こ
と
が
注
目
で
き
ま
す
。

第
五
に
明
治
政
府
の
中
核
で
あ
っ
た
薩
摩
藩
は
藩
主
の
菩
提
寺
は
も
と
よ
り
、
領
内
の
寺
院
・
堂
宇
を
全
て
破
却
・
焼
却
し
、
僧
侶
を

追
放
し
ま
し
た
。
ま
た
一
方
で
仏
教
行
事
も
廃
止
し
ま
し
た
が
、
鹿
児
島
の
こ
の
よ
う
な
政
策
は
各
宗
本
山
の
抵
抗
に
あ
い
、
明
治
九
年

に
は
寺
院
の
復
活
を
認
め
て
い
ま
す
。

第
六
に
は
、
一
度
潰
さ
れ
た
寺
を
復
活
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
わ
ず
か
の
寺
の
復
活
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
機
に

乗
じ
、
江
戸
時
代
一
か
寺
も
無
か
っ
た
浄
土
真
宗
が
本
山
ぐ
る
み
の
布
教
活
動
で
総
寺
院
数
の
六
五
％
に
及
ぶ
寺
院
を
新
た
に
建
立
し
た

こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
す
。

第
七
に
は
、
明
治
政
府
は
薩
摩
藩
を
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
で
廃
仏
毀
釈
政
策
を
断
行
し
ま
し
た
。
日
本
の
近
代
宗
教
史
の
大
き
な
問
題

点
で
す
。


